
 

日本学術会議の人選にあたり、当会議が推薦した会員候補6名の

任命を菅首相が拒否しました。

前例の踏襲に疑問、検証が必要と理由は明らかにせず「手続きは

終了した。変更することはない」としています。

この6名は、安保関連法、共謀罪などに反対した経緯があります

が、学術会議への人事介入は憲法23条で保障される学問の自由を

脅かすもので、文化、芸術に関わる各種団体が「違憲」であると抗

議声明を出しています。

会員の選出方法は、現在、学術団体の推薦を踏まえた首相の任命

制に改められましたが、その際「政治的介入が予想される」という

野党の指摘で当時の中曽根首相が「形式的任命」と答弁した経緯が

あり、83年の政府文書に明記されています。

会員の選考は、学問、文化に精通し功績のあったもので明確、公

正な審査基準があります。今回のように、形式的でなく裁量権をもっ

て任命の適否を判断すれば、学問の自由が保障されなくなり、言論

の自由につながる重大な問題です。さらに政府は学術会議のあり方

の見直しに意欲を示しており、これは論点そらしであり説明責任を

果たしていません。今回の決定について、どのような理由、法的根

拠で任命拒否を行ったのか説明すべきです。

あなたの疑問にお答えします

学術会議推薦の任命拒否は『違憲』？

「
盃
状
穴
」
っ
て
ご
存
知
？

江
戸
時
代
以
前
に
神
社
仏
閣
の
石
造
物

を
穴
に
な
る
ま
で
削
っ
て
願
か
け
を
す
る

習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
関
西
で
始
ま
っ
た

習
慣
は
関
東
に
伝
わ
り
ま
し
た
。東

京
に
は

御
利
益
が
あ

る
と
多
く
の

人
に
削
ら
れ

て
形
が
わ
か

ら
な
く
な
っ

た
地
蔵
さ
ん

が
あ
り
ま
す
。

関
西
で
は

そ
こ
ま
で
な
ら
ず
水
盤
や
五
輪
塔
・
常
夜

灯
台
石
の
水
平
部
に
盃
状
の
穴
が
残
っ
て

い
ま
す
。

子
宝
祈
願
で
石
を
削
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
以
降
に
改
修
し
た
も
の
に

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

平
岡
町
内
で
は
高
畑
の
薬
師
堂
、
西
谷

厄
神
・
二
俣
大
歳
・
一
色
稲
荷
・
新
在
家

五
社
の
宮
の
水
盤
に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
在
家
イ
オ
ン
横
の
五
輪
塔
・

中
野
の
旧
県
道
沿
い
常
夜
灯
台
石
に
も
残
っ

て
い
ま
す
。
近
隣
の
神
社
に
も
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
写
真
は
二
俣
大
歳
神
社
の
水
盤
、
周
囲

に
多
数
の
盃
状
穴
が
あ
り
ま
す
）

「
安
倍
政
治
の
継
承
」
を

公
言
す
る
菅
首
相
。

桜
を
見
る
会
・
森
友
問

題
に
フ
タ
、
パ
ン
ケ
ー
キ
の
衣
の
中
で
、

強
権
的
な
政
治
姿
勢
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

目
玉
と
し
て
い
る
「
Ｇ
О
Ｔ
О
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
は
「
Ｇ
О
Ｔ
О
ト
ラ
ブ
ル
」

が
起
き
て
い
ま
す
。
大
企
業
優
先
の
政
策

で
は
な
く
、
国
民
目
線
で
国
策
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

平
岡
町
内
街
道
散
策
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明
る
く
・
た
の
し
い
運
動
会

秋
晴
れ
の
12

日
、
平
岡
北
幼
稚
園
の
運

動
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
家
族
み

ん
な
で
参
加

す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
平

日
の
開
催
と

な
り
ち
ょ

っ
ぴ
り
寂
し

い
運
動
会
で

し
た
が
、
み

ん
な
元
気
に

踊
り
走
っ
て

い
ま
し
た
。

危
険
な
す
べ
り
台
を
撤
去

福
島
原
発
事
故
を
忘
れ
な
い
毎
月
11
日
行
動

（
104
回
目
）
が
、
加
古
川
駅
南
ひ
ろ
ば
で
開
か
れ

ま
し
た
。

福
島
か
ら
関
西
に
避
難
し
て
い
る
人
は
「
9
年

半
を
過
ぎ
て
も
戻
れ
な
い
福
島
の
よ
う
な
こ
と
を

再
び
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
話
し
、
若
狭
湾

に
あ
る
「
老
朽
原
発
を
う
ご
か
す
な
！
」
の
代
表

の
人
は
、
関
電
の
動
き
を
告
発
。

労
組
、
政
党
代
表
の
訴
え
の
後
、
約
30
分
商
店

街
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
に
参
加
す
る
岸
本
議
員

（中
央
）と
左
に
立
花
議
員

ご 案 内
立花俊治の
市議会報告会

とき：１１月8日(日)
午後2時～

ところ：東加古川公民館
小ホール

ご参加お待ちしています

古
い
す
べ
り
台
で
危
険
遊

具
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

頂
上
部
に
設
け
ら
れ
て
い

る
柵
の
隙
間
が
広
く
、
子
供
の
頭
部
が
入

り
首
つ
り
状
態
に
な
る
恐
れ
か
ら
で
す
。

東
山
の
公
園
に
設
置
さ
れ
た
古
い
す
べ

り
台
も
そ
れ
に
該
当
す
る
た
め
、
市
に
撤

去
す
る
よ
う
要
請
し
、
こ
の
程
撤
去
さ
れ

ま
し
た
。

立
花
市
議
も
安
全
対
策
と
し
て
撤
去
に

尽
力
、
関
係
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

高
架
へ
土
質
調
査
開
始

J
Ｒ
車
加
古
川
駅
付
近
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
お
い
て
、
着
工
準
備
調
査
が
決

ま
り
土
質
調
査
と
測
量
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
程
、
関
係
地
域
に
回
覧
で
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

調
査
は
、
10

月
か
ら
年
内
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
区
間
は
、
野
口
町
坂
元
か
ら
土

山
の
国
道
2
号
線
と
の
交
差
以
西
で
す
。

中
学
校
給
食

助
か
り
ま
す

季
の
こ
と
ば

【
十
三
夜
】

秋
の
夜
空
に
、
十
五
夜
に
次

い
で
月
が
美
し
い
と
さ
れ
、

「
後
の
月
」
「
豆
名
月
」
「
栗

名
月
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

今
年
は
10
月
29
日(

木)

で
す
。

皆
さ
ん
、
晩
秋
の
十
三
夜
の
名
月
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

働
き
な
が
ら
、
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
た

ち
の
弁
当
作
り
は
大
変
で
、
夏
は
食
材
の

い
た
み
も
心
配
だ
っ
た
の
で
、
給
食
が
始

ま
り
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら
れ
て
い
て
、

い
い
で
す
ね
。

高
畑

40
代

女
性

川
重
社
宅
完
成

入
居
始
ま
る

11
棟
３
３
２
戸
の
社

宅
を
増
設
す
る
工
事
が

完
了
、
夜
に
は
高
層
住

宅
に
灯
り
が
と
も
り
、

新
し
い
街
が
で
き
た
よ

う
な
景
色
に
な
っ
て
い

ま
す
。

新
し
く
入
居

す
る
人
を
歓
迎
し
、
町
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。


